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●
総
選
挙
特
集

「ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
」・「自
主･

自
立
の
平
和
外
交
」

二
つ
の
改
革
を
訴
え
る
日
本
共
産
党

人
間
ら
し
く
働
け
る
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
社
会
に

●
元
派
遣
社
員
・サ
ポ
ー
ト
社
員
を
正
社
員
に
！
（中
刷
り
）

「声
を
あ
げ
て
よ
か
っ
た
」─
─
大
企
業
の
雇
用
破
壊
に
反
撃
・全
国
各
地
で
す
す
む
是
正
指
導

二
年
前
の
夏
、
参
議
院
選
挙

で
自
公
政
権
が
歴
史
的
大
敗
北

の
審
判
を
受
け
て
以
来
ふ
た
た

び
国
民
の
審
判
を
く
だ
す
と
き

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
度
の

総
選
挙
は
自
公
政
権
に
き
っ
ぱ

り
と
退
場
を
求
め
る
と
と
も
に
、

自
公
政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政

治
の
あ
り
方
、
日
本
の
進
路
を

選
択
す
る
歴
史
的
な
選
挙
で
す
。

参
院
選
後
も
国
民
の
信
任
を

得
る
こ
と
な
く
、
安
倍
・
福
田
・

麻
生
と
続
い
て
き
た
自
公
政
権

の
も
と
で
、
「
使
い
捨
て
自
由
」

の
不
安
定
雇
用
を
ひ
ろ
げ
、
社

会
保
障
費
抑
制
で
医
療
・
介
護
・

年
金
を
深
刻
な
危
機
に
陥
れ
、

庶
民
に
は
巨
額
の
負
担
増
を
押

し
付
け
な
が
ら
大
資
産
家
・
大

企
業
に
ゆ
き
す
ぎ
た
減
税
を
お

こ
な
う
─
─
異
常
な
財
界
・
大

企
業
中
心
の
政
治
が
、
社
会
全

体
に
弱
肉
強
食
、
貧
困
と
格
差

を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

異
常
な
「
日
米
軍
事
同
盟
絶
対
」

の
政
治
が
、
変
化
す
る
世
界
の

現
実
に
対
応
で
き
ず
、
深
刻
な

ゆ
き
づ
ま
り
を
あ
ら
わ
に
し
て

い
ま
す
。

い
ま
日
本
の
政
治
は
大
転
換

期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
最
初
の
一
大
政
治
戦
に
あ
た

り
、
日
本
共
産
党
は
、
新
し
い

日
本
の
進
む
べ
き
道
─
─
「
ル
ー

ル
あ
る
経
済
社
会
」
を
築
き

「
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
」

へ
の
転
換
を
実
現
す
る
こ
と
を

旗
印
に
掲
げ
、
「
建
設
的
野
党
」

と
し
て
政
治
の
根
本
的
転
換
に

向
け
て
国
民
的
な
合
意
を
つ
く

り
あ
げ
る
た
め
に
全
力
を
つ
く

し
ま
す
。

今
月
の｢

な
か
ま｣

で
は
、
働

く
仲
間
の
た
め
の
総
選
挙
政
策

を
紹
介
し
ま
す
。

「なかま」今月の紙

総選挙本番！後援会の工場門前宣伝に労働者から声援が飛ぶ(右は中原市会議員)



雇
用
情
勢
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
も
、
昨
年
十
月
か

ら
今
年
九
月
ま
で
に
失
職
す
る
非
正
規
労

働
者
は
二
十
二
万
三
千
人
に
の
ぼ
り
、
リ

ス
ト
ラ
の
波
は
正
社
員
に
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。
自
動
車
、
電
機
な
ど
の
大
手
製
造

業
20
社
だ
け
で
、
こ
の
半
年
間
に
八
万
七

千
人
の
従
業
員
を
削
減
す
る
（
共
同
通
信

の
集
計
）
な
ど
、
日
本
有
数
の
大
企
業
が

先
頭
に
た
っ
て
雇
用
破
壊
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
大
企
業
の
行
動
を
後
押
し
し

た
の
が
、
労
働
者
派
遣
法
や
労
働
基
準
法

な
ど
の
相
次
ぐ
「
規
制
緩
和
」
で
す
。
労

働
者
派
遣
の
原
則
自
由
化
を
決
め
た
一
九

九
九
年
の
派
遣
法
改
悪
に
日
本
共
産
党
以

外
の
す
べ
て
の
政
党
が
賛
成
す
る
な
ど
、

「
使
い
捨
て
」
の
働
か
せ
方
を
広
げ
た
政

治
の
責
任
は
重
大
で
す
。

大
企
業
は
「
赤
字
経
営
」
と
は
い
っ
て

も
、
内
部
留
保
が
全
体
で
二
三
〇
兆
円
に

の
ぼ
り
、
製
造
業
大
企
業
だ
け
で
も
、
こ

の
五
年
間
に
九
十
五
兆
円
か
ら
百
二
十
兆

円
へ
と
二
十
五
兆
円
も
増
大
さ
せ
て
い
ま

す
。
財
界
や
大
企
業
は
、
「
雇
用
に
は
使

え
な
い
」
と
い
い
な
が
ら
、
内
部
留
保
を

取
り
崩
し
て
株
主
へ
の
配
当
を
し
て
お
り
、

雇
用
を
維
持
す
る
体
力
は
十
分
あ
り
ま
す
。

雇
用
破
壊
は
、
内
需
の
柱
で
あ
る
個
人

消
費
、
家
計
に
大
き
な
打
撃
と
な
り
、
さ

ら
に
景
気
全
体
が
悪
化
す
る
と
い
う
悪
循

環
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
雇
用
を
守

り
、
人
間
ら
し
い
労
働
の
ル
ー
ル
を
つ
く

る
雇
用
政
策
に
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
は
、

経
済
と
産
業
の
ま
と
も
な
成
長
と
日
本
社

会
の
安
定
の
た
め
に
も
、
避
け
て
通
れ
ま

せ
ん
。

（
１
）
大
企
業
に
雇
用
へ
の
社
会
的
責
任
を

果
た
さ
せ
、
無
法
な
「
非
正
規
切
り
」
や
リ

ス
ト
ラ
、
雇
用
破
壊
を
や
め
さ
せ
ま
す

「
非
正
規
切
り
」
の
多
く
は
、
偽
装
請

負
、
偽
装
派
遣
、
契
約
途
中
の
解
雇
、
派

遣
期
間
違
反
な
ど
、
現
行
法
で
も
違
法
・

脱
法
行
為
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
不
当
に
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
が
全
国

で
、
労
働
組
合
を
つ
く
り
、
た
た
か
い
に

立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

違
法
行
為
を
告
発
し
、
正
規
雇
用
を
求

め
る
申
告
が
広
が
り
、
マ
ツ
ダ
や
東
芝
の

グ
ル
ー
プ
会
社
な
ど
に
、
労
働
局
か
ら
是

正
指
導
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
裁
判
で

も
、
い
す
ゞ
の
「
非
正
規
切
り
」
が
違

法
行
為
で
あ
る
と
断
罪
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
労
働
者
を
は
げ
ま
し
、

連
帯
し
て
、
雇
用
を
ま
も
る
た
め
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。

●
監
督
・
勧
告
・
指
導
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
雇
用
を
ま
も
る
労
働
行
政
に
…
…

現
行
の

労
働
者
派
遣
法
で
も
、
偽
装
請
負
な
ど
の

期
間
を
含
め
３
年
以
上
派
遣
労
働
者
を
受

け
入
れ
て
い
た
企
業
に
は
直
接
雇
用
を
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
本
来
な
ら
、
派
遣

先
企
業
に
直
接
雇
用
さ
れ
る
べ
き
多
く
の

派
遣
労
働
者
が
「
派
遣
切
り
」
さ
れ
て
い

ま
す
。
政
府
が
、
違
法
・
脱
法
の
「
派
遣

切
り
」
「
非
正
規
切
り
」
を
や
め
さ
せ
れ

ば
、
多
く
の
労
働
者
の
生
活
と
雇
用
を
ま

も
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
労

働
者
の
申
告
、
相
談
に
親
身
に
な
っ
て
対

応
で
き
る
よ
う
労
働
局
の
体
制
強
化
も
必

要
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
国
会
で
も
、
日
本
経

団
連
の
代
表
や
雇
用
破
壊
を
進
め
て
い
る

大
企
業
の
経
営
者
を
参
考
人
と
し
て
招
致

す
る
な
ど
、
国
政
調
査
権
を
発
動
し
、
機

敏
に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

●
人
権
さ
え
も
踏
み
に
じ
る
退
職
強
要
や
強

制
配
転
な
ど
乱
暴
な
リ
ス
ト
ラ
を
や
め
さ
せ

る
…
…

大
量
解
雇
の
波
は
正
社
員
に
も

及
び
始
め
て
い
ま
す
。
無
理
や
り
「
自
主

退
職
」
に
追
い
込
む
た
め
の
「
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
」
や
強
制
配
転
な
ど
も
違
法

行
為
で
す
。
判
例
と
し
て
確
立
し
、
労
働

契
約
法
に
も
そ
の
趣
旨
が
反
映
さ
れ
て
い

る
「
整
理
解
雇
４
要
件
」
（(

一)

解
雇
を

し
な
け
れ
ば
企
業
の
維
持
・
存
続
が
で
き

な
い
ほ
ど
の
必
要
性
、(

二)

解
雇
回
避
の

努
力
、(

三)

対
象
と
な
る
労
働
者
の
人
選

が
合
理
的
、(

四)

労
働
者
に
十
分
な
説
明

を
し
て
納
得
を
得
る
努
力
）
を
厳
格
に
守

ら
せ
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
失
業
者
へ
の
生
活
援
助
を
抜
本
的
に

強
化
し
ま
す

日
本
は
、
先
進
国
の
な
か
で
も
も
っ
と

も
失
業
者
に
冷
た
い
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
労
働
機
関
（I

L
O
)

に
よ
れ
ば
、
日
本

は
失
業
給
付
を
受
け
て
い
な
い
失
業
者
の

割
合
が
七
十
七
％
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、

ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
十
％
台
と
比
べ
て

も
あ
ま
り
に
も
異
常
で
す
。
雇
用
保
険
の

特
別
会
計
に
溜
め
込
ま
れ
て
い
る
六
兆
円

も
の
積
立
金
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ら
、

も
っ
と
大
規
模
に
、
も
っ
と
き
め
細
や
か

に
、
失
業
者
へ
の
生
活
支
援
を
す
す
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
雇
用
保
険
を
抜
本
的
に
拡
充
す
る
…
…

二

〇
〇
九
年
の
雇
用
保
険
法
の
「
改
正
」
で

は
、
雇
用
保
険
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
失

業
者
一
〇
〇
八
万
人
の
う
ち
適
用
対
象
に

な
る
の
は
一
四
八
万
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

雇
用
保
険
の
拡
充
は
、
「
失
業
給
付
が
切

れ
る
」
か
ら
劣
悪
な
労
働
条
件
で
も
就
職

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
を
改
善
し
、

(

３
面
に
続
く
）

（２）

日
本
共
産
党
の
基
本
政
策
【１
】─
─
財
界
・大
企
業
中
心
の
政
治
を
た
だ
し
、

く
ら
し
と
権
利
を
ま
も
る
「ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
」を
築
き
ま
す
─
─
か
ら
抜
粋

１
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
社
会
に



「
働
く
貧
困
層
」
を
な
く
し
て
い
く
う
え

で
も
重
要
で
す
。
失
業
給
付
期
間
を
、
現

在
の
九
〇
／
三
三
〇
日
か
ら
一
八
〇
／
五

四
〇
日
程
度
ま
で
に
延
長
す
る
、
給
付
水

準
の
引
き
上
げ
、
受
給
資
格
の
取
得
に
要

す
る
加
入
期
間
の
短
縮
、
退
職
理
由
に
よ

る
失
業
給
付
の
差
別
を
な
く
し
、
受
給
開

始
時
の
三
ヵ
月
の
待
機
期
間
を
な
く
す
な

ど
拡
充
し
ま
す
。

●
失
業
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
失
業
者
な
ど

へ
の
支
援
を
す
す
め
る
…
…

政
府
が
つ
く
っ

た
失
業
者
へ
の
生
活
援
助
制
度
は
、
「
住

宅
喪
失
者
」
と
か
「
職
業
訓
練
」
な
ど
の

条
件
を
つ
け
た
う
え
に
、
三
年
と
い
う
期

限
付
き
で
す
。
生
活
援
助
を
、
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
す
べ
て
の
失
業
者
を
対
象
に

す
る
よ
う
に
抜
本
的
に
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
恒
久
的
な
生
活
扶
助
制
度
と
し
て
確

立
し
ま
す
。

（
３
）
新
し
い
雇
用
の
創
出
と
再
就
職
支
援

に
と
り
く
み
ま
す

●
介
護
、
医
療
、
保
育
な
ど
社
会
保
障
を
充

実
さ
せ
、
新
し
い
雇
用
を
つ
く
る
…
…

社
会

保
障
分
野
は
、
「
雇
用
誘
発
効
果
」
が

「
介
護
」
が
全
産
業
中
一
位
で
、
「
社
会

福
祉
」
三
位
な
ど
、
国
が
ま
と
も
に
取
り

組
め
ば
大
き
な
雇
用
が
生
ま
れ
ま
す
。
し

か
し
、
「
派
遣
切
り
」
で
仕
事
を
失
っ
た

人
の
就
労
の
場
と
し
て
介
護
が
注
目
さ
れ

て
も
、
政
府
の
社
会
保
障
削
減
、
介
護
報

酬
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
、
労
働
条
件
が

非
常
に
劣
悪
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
新

規
雇
用
創
出
ど
こ
ろ
か
、
離
職
と
介
護
現

場
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

医
療
や
保
育
な
ど
も
含
め
て
、
国
の
社
会

保
障
政
策
を
削
減
か
ら
拡
充
に
転
換
し
て

こ
そ
、
新
し
い
雇
用
も
創
出
で
き
ま
す
。

と
く
に
劣
悪
に
な
っ
て
い
る
介
護
と
障
害

者
福
祉
の
労
働
者
の
賃
金
を
月
三
万
円
以

上
引
き
上
げ
る
た
め
に
特
別
の
公
費
投
入

を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
環
境
で
の
雇

用
創
出
を
す
す
め
る
…
…

地
球
温
暖
化
な

ど
の
環
境
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
政
策

に
転
換
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分

野
で
新
規
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
先
進
国
で
あ
る
ド
イ
ツ

で
の
実
績
に
て
ら
せ
ば
、
日
本
で
も
、
年

間
約
六
万
人
の
雇
用
を
増
や
し
、
二
〇
三

〇
年
に
は
約
七
十
万
人
の
雇
用
を
擁
す
る

産
業
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

●
職
業
訓
練
を
充
実
・
強
化
し
、
新
し
い
分

野
の
仕
事
に
就
け
る
よ
う
に
す
る
…
…

日
本

は
失
業
者
の
生
活
支
援
も
貧
弱
で
す
が
、

再
就
職
支
援
の
対
策
費
も
、
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
な
ど
の
五
分
の
一
程
度
で
す
。
公

立
の
職
業
訓
練
校
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
公
共
職
業
訓
練
、
民
間
委
託
の

訓
練
と
も
に
二
倍
近
い
倍
率
に
な
っ
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
す
べ
て
の
失
業
者
に
職

業
訓
練
の
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
技
術
や
技
能
、
資
格
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
職
業
訓
練
を
充
実
す
る

こ
と
や
相
談
体
制
の
整
備
な
ど
再
就
職
支

援
を
強
化
し
ま
す
。

（
４
）
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
を
は
じ

め
、
雇
用
の
安
定
と
労
働
者
の
権
利
を
ま
も

る
労
働
法
制
に

派
遣
労
働
を
臨
時
的
・
一
時
的
な
業
務

に
限
定
し
、
常
用
雇
用
の
代
替
に
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、

も
っ
と
も
不
安
定
な
働
か
せ
方
と
な
っ
て

い
る
登
録
型
派
遣
を
原
則
禁
止
し
、
専
門

業
務
に
き
び
し
く
限
定
し
ま
す
。
製
造
業

へ
の
派
遣
を
禁
止
し
ま
す
。
派
遣
期
間
違

反
、
偽
装
請
負
な
ど
違
法
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
派
遣
先
企
業
が
直
接
雇
用
し
て

い
た
と
み
な
す
「
み
な
し
雇
用
」
の
導
入

な
ど
、
労
働
者
派
遣
法
を
派
遣
労
働
者
の

雇
用
と
権
利
を
ま
も
る
派
遣
労
働
者
保
護

法
に
抜
本
改
正
し
ま
す
。
数
ヵ
月
単
位
の

雇
用
契
約
を
繰
り
返
す
「
細
切
れ
雇
用
」

を
な
く
す
た
め
に
、
期
限
の
定
め
の
あ
る

雇
用
契
約
を
合
理
的
な
理
由
の
あ
る
場
合

に
限
定
す
る
な
ど
、
非
正
規
労
働
者
の
雇

用
と
権
利
を
守
り
ま
す
。
「
同
一
価
値
労

働
同
一
賃
金
」
の
原
則
に
基
づ
い
た
均
等

待
遇
の
法
制
化
を
す
す
め
ま
す
。

（
５
）
長
時
間
・
過
密
労
働
を
是
正
し
、
過

労
死
を
根
絶
し
ま
す

失
業
者
が
増
え
る
一
方
で
、
過
労
死
基

準
を
超
え
る
よ
う
な
長
時
間
労
働
が
ま
か

り
通
っ
て
い
ま
す
。
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」

を
根
絶
す
る
と
と
も
に
、
残
業
の
上
限
を

法
律
で
制
限
し
、
残
業
代
の
割
増
率
を
五

十
％
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
過
労
死
や

「
心
の
病
」
を
広
げ
て
い
る
長
時
間
労
働

を
是
正
し
ま
す
。
〝
一
人
で
二
人
分
働
か

せ
る
〟
よ
う
な
長
時
間
労
働
を
是
正
す
る

こ
と
は
、
新
規
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

（
６
）
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
公
契
約
法

（
条
例
）
な
ど
で
「
働
く
貧
困
層
」
を
な
く

し
ま
す

全
国
最
低
賃
金
制
度
を
確
立
し
、
当
面
、

最
低
賃
金
を
時
給
千
円
以
上
に
引
き
上
げ
、

く
ら
し
と
地
域
経
済
の
底
上
げ
を
は
か
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
中
小
・
零
細
企
業

に
は
雇
用
保
険
財
政
な
ど
も
活
用
し
て
必

要
な
賃
金
助
成
を
行
い
ま
す
。

国
や
自
治
体
な
ど
が
事
業
の
外
部
委
託

を
発
注
す
る
際
に
、
低
賃
金
を
押
し
つ
け

る
た
め
に
生
ま
れ
て
い
る
「
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
・
プ
ア
」
を
是
正
し
ま
す
。
発
注
す

る
公
的
機
関
と
受
託
す
る
事
業
者
の
間
で

結
ば
れ
る
契
約
（
公
契
約
）
に
、
生
活
で

き
る
賃
金
な
ど
人
間
ら
し
く
働
く
こ
と
の

で
き
る
労
働
条
件
を
定
め
る
よ
う
に
し
、

そ
の
た
め
の
法
律
や
条
例
を
定
め
ま
す
。

（３） ■このほかの分野の日本共産党の総選挙政策は、インターネット http://www.jcp.or.jp でご覧ください。
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（
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４
ー
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２
２
）

日
本
共
産
党
マ
ツ
ダ
委
員
会

広
島
市
南
区
東
雲
３
ー
３
ー
２
６

マ
ツ
ダ
自
由
と
民
主
主
義
会
館

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
２
ー
２
８
３
ー
６
４
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
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２
８
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４
２
１
６
）

ご自宅のパソコンで日本共産党のホームページから、◎志位委員長の演説会訴え、◎『マツダは職安法違

反』小池議員に厚労相答弁「直接雇用勧めた」、◎人間らしい働き方を 雇用問題と日本共産党――派遣

切りを許さず、雇用をまもるたたかいの力になるビデオなどを動画で見ることができます。

暮らしをまもる知恵と日本の政治の最新情報がわかる

のホームページ
アドレス http://www.jcp.or.jp

インターネッ

ト

中林よし子
ホームページ

http://chugoku.jcp-web.ne

藤本さとし
ホームページ

http://homepage3.nifty.co
m/sfujimoto/

のホームページ
アドレス http://ww4.enjoy.ne.jp/~fji

マツダではたらく仲間の

Web版・職場ニュース

● いま注目の動画サイト

ＪＣＰムービー
You Tube、ニコニコ動画、ザ・選挙、

Yahoo!の日本共産党の動画にリンク

ＪＣＰムービー 人間らしい働き方を 雇用問題と日本共産党

派遣切りを許さず、雇用をまもるたたかいの力になるビデオです

■昨年から３回にわたって雇用問題を取り上げた志位委員長の質問

■派遣労働を原則自由化したときの市田議員の反対討論（１９９９年）

■「大企業も赤字だから」「内部留保を使うのは難しいのでは」などの

疑問にもこたえています。 （17分、2009.3.6）



六
月
四
日
の
広
島
・
山
口
労
働
局
に
よ

る
是
正
指
導
の
後
、
マ
ツ
ダ
は
七
月
よ
り

工
場
部
門
の
派
遣
社
員
一
〇
〇
名
を
六
カ

月
間
の
期
間
社
員
と
し
、
今
後
来
年
を
目

途
に
期
間
従
業
員
を
制
度
化
す
る
方
向
で

あ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
直
接
雇

用
へ
の
是
正
は
、
大
き
な
前
進
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
直
接
雇
用

を
求
め
て
申
告
し
た
元
派
遣
社
員
の
課
題

は
依
然
と
し
て
積
み
残
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

マ
ツ
ダ
は
労
働
局
へ
申
告
し
た
元
派
遣
社

員
を
一
刻
も
早
く
正
社
員
と
し
て
雇
用
す

べ
き
で
す
。
た
た
か
い
は
ま
さ
に
こ
れ
か

ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
無
法
な
「
派
遣
切
り
」
に
泣
き

寝
入
り
せ
ず
、
立
ち
上
が
っ
た
労
働
者
の

た
た
か
い
が
、
企
業
と
行
政
を
動
か
し
て

い
ま
す
。
労
働
局
に
よ
る
是
正
指
導
・
助

言
は
数
十
件
を
こ
え
、
直
接
雇
用
や
正
社

員
化
を
勝
ち
取
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い

ま
す
。

い
っ
こ
う
に
改
善
し
な
い
雇
用
情
勢
の

中
、
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
た
た
か
い
に
立
ち

上
が
り
、
一
歩
一
歩
前
進
す
る
労
働
者
の

す
が
た
を
お
伝
え
し
ま
す
。

労
働
局
が
派
遣
法
違
反
だ
と
認
め
て
是

正
指
導
を
行
い
、
こ
れ
を
力
に
団
体
交
渉

な
ど
を
広
げ
て
直
接
雇
用
を
実
現
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

(

次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

（中1）

職場しんぶん

なかま
No.１７９

2009年８月号(中刷)

日本共産党マツダ委員会

〒7340022 広島市東雲3-3-26
マツダ自由と民主主義会館

TEL 082-283-6423 FAX 082-284-4216
ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙ http://ww4.enjoy.ne.jp/~fji
Eﾒー ﾙ mjcp@do9.enjoy.ne.jp

東
芝
の
系
列
企
業
（
本
社
・
東
京
）
が
、

解
雇
し
た
三
〇
代
男
性
派
遣
労
働
者
を
実

際
に
は
派
遣
期
間
を
超
え
て
働
か
せ
て
い

た
と
し
て
愛
知
労
働
局
か
ら
是
正
指
導
を

受
け
、
正
社
員
と
し
て
直
接
雇
用
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
男
性
の
所

属
す
る
名
古
屋
北
部
青
年
ユ
ニ
オ
ン
（
全

労
連
・
全
国
一
般
労
働
組
合
費
知
地
方
本

部
加
盟
）
が
６
月
26
日
、
発
表
し
ま
し
た
。

男
性
は
、
三
年
五
カ
月
間
登
録
し
て
き

た
東
芝
系
の
人
材
派
遣
会
社
か
ら
今
年
２

月
に
解
雇
通
告
を
う
け
た
こ
と
か
ら
、
労

働
者
派
遣
法
に
も
と
づ
く
直
接
雇
用
を
求

め
て
愛
知
労
働
局
に
申
告
。
自
分
の
契
約

は
、
期
間
の
定
め
の
な
い
「
専
門
派
遣
26

業
務
」
の
「
機
械
設
計
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
実
際
は
基
地
局
建
設
の
た
め
の
あ
ら

ゆ
る
業
務
を
強
い
ら
れ
、
期
間
の
定
め
の

あ
る
「
自
由
化
業
務
」
で
あ
り
、
直
接
雇

用
の
申
し
入
れ
を
受
け
る
対
象
で
は
な
い

か
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
製
造
の
日
本
輸
送
機

滋
賀
事
業
所
で
も
、
三
人
が
６
月
１
日
か

ら
契
約
社
員
で
直
接
雇
用
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

運
送
会
社
「
東
海
ロ
ジ
テ
ム
」
の
大
阪

事
業
所
で
は
、
期
間
制
限
を
超
え
て
働
か

せ
た
う
え
雇
い
止
め
さ
れ
た
労
働
者
が
、

正
社
員
化
を
実
現
し
ま
し
た
。



(中3) (中2）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

い
ず
れ
も
労
働
局
が
是
正
指
導
と
雇
用

確
保
の
助
言
を
行
い
、
こ
れ
を
力
に
労
働

組
合
が
運
動
を
広
げ
団
体
交
渉
な
ど
で
実

現
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
共
産
党
が
国
会
や

地
方
議
会
で
問
題
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を

受
け
た
労
働
局
が
是
正
指
導
を
行
う
ケ
ー

ス
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

こ
と
し
２
月
、
西
田
さ
ん
は
派
遣
元
か

ら
〝
４
月
で
解
雇
す
る
″
と
告
げ
ら
れ
ま

し
た
。
「
名
古
屋
北
部
青
年
ユ
ニ
オ
ン
」

の
ブ
ロ
グ
を
見
て
、
同
ユ
ニ
オ
ン
の
サ
ポ
ー

タ
ー
、
石
田
進
さ
ん
（
36
）
に
相
談
し
ま

し
た
。

違
法
な
業
務
偽
装
期
間
を
含
め
て
、
こ

と
し
４
月
ま
で
の
派
遣
期
間
は
三
年
五
カ

月
に
な
り
、
労
働
者
派
遣
法
で
派
遣
先
の

会
社
に
直
接
雇
用
を
申
し
出
る
義
務
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

西
田
さ
ん
は
３
月
中
旬
、
愛
知
労
働
局

に
直
接
雇
用
を
求
め
て
申
告
。
会
社
に
指

導
・
助
言
、
勧
告
を
す
る
よ
う
労
働
局
に

求
め
ま
し
た
。

労
働
局
は
二
週
間
後
、
会
社
に
直
接
雇

用
を
「
指
導
、
助
言
」
。
派
遣
元
は
解
雇

を
撤
回
し
、
賃
金
も
保
障
す
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
派
遣
先
の
東
芝
関
連
会
社
は
、

直
接
雇
用
の
約
束
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
ブ
ロ
グ
で
会
社
の
姿
勢
を

告
発
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
仁
比
聴
平
参
院
議
員
は
、

５
月
21
日
の
参
院
予
算
委
員
会
で
業
務
偽

装
を
批
判
、
「
申
告
者
を
見
殺
し
に
し
て

い
い
の
か
」
と
国
に
迫
り
ま
し
た
。
舛
添

厚
労
相
は
、
「
指
導
に
従
わ
な
け
れ
ば
、

企
業
名
の
公
表
を
含
め
て
厳
正
に
対
処
す

べ
き
で
あ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

東
芝
の
関
連
会
社
は
６
月
半
ば
、
西
田

さ
ん
を
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
契
約

（
正
社
員
）
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。
西
田
さ
ん
が
語
り
ま
す
。

「
正
社
員
に
負
け
ず
に
派
遣
労
働
者
と

し
て
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

正
社
員
に
な
っ
て
う
れ
し
い
。
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
今
ま
で
以
上
に
頑
張
り
た
い
」

派
遣
や
期
間
工
な
ど
非
正
規
雇
用
の
労

働
者
が
労
働
組
合
に
加
入
し
て
立
ち
上
が

る
動
き
が
引
き
続
き
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
多
く
は
、
違
法
に
働
か
さ
れ
た
う
え

に
解
雇
や
雇
い
止
め
に
あ
い
、
日
本
共
産

党
や
全
労
連
加
盟
の
労
働
組
合
な
ど
に
相

談
し
た
の
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
関
連
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
ダ
イ
ハ
ツ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
大
企
業
で
働
く
非
正
規
の
労

働
者
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
末
の
「
派
遣
切
り
」
「
期
間
工
切

り
」
に
反
対
し
て
は
じ
ま
っ
た
非
正
規
労

働
者
の
労
働
組
合
結
成
・
加
入
は
、
三
六

〇
組
織
、
五
千
人
を
超
え
て
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
こ
う
し
た
動
き
は
、
退
職
強

要
や
賃
下
げ
な
ど
攻
撃
を
う
け
て
い
る
正

社
員
の
な
か
に
も
広
が
り
、
二
百
を
超
え

る
企
業
・
事
業
所
で
労
働
組
合
が
つ
く
ら

れ
、
五
千
人
を
超
え
る
労
働
者
が
加
入
し

て
い
ま
す
。
（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
調
べ
）

(

次
ペ
ー
ジ
に
続
く)

京
都
府
八
幡
市
で
は
、
上
下
水
道
と
ご

み
収
集
業
務
の
派
遣
労
働
者
十
九
人
が
五

月
か
ら
直
接
雇
用
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
市
議
団
が
議
会
で
取
り
上
げ
、
京

都
労
働
局
が
是
正
指
導
を
行
な
っ
て
い
た

も
の
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
も
、

北
海
道
労
働
局
が
、
専
門
業
務
を
装
っ
て

期
間
制
限
を
超
え
て
働
か
せ
て
い
た
と
し

て
７
月
４
日
、
是
正
指
導
を
行
な
い
ま
し

た
。こ

の
間
題
で
日
本
共
産
党
は
、
志
位
和

夫
委
員
長
が
４
月
に
舛
添
要
一
厚
労
相
に

「
直
接
雇
用
へ
速
や
か
な
指
導
を
」
と
申

し
入
れ
、
放
置
さ
れ
て
い
る
具
体
的
実
例

を
示
し
、
労
働
者
の
願
い
に
応
え
て
迅
速

な
対
応
を
と
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

長
浜
キ
ヤ
ノ
ン
（
滋
賀
県
長
浜
市
）
で

は
５
月
18
日
、
期
間
社
員
が
滋
賀
一
般
労

働
船
台
（
滋
賀
県
労
連
傘
下
）
に
加
入
し
、

長
浜
キ
ヤ
ノ
ン
期
間
社
員
支
部
を
結
成
し

ま
し
た
。
最
長
二
年
十
一
カ
月
と
い
う
短

期
の
契
約
を
く
り
か
え
す
不
安
定
な
生
活

で
は
「
人
生
設
計
が
立
た
な
い
」
と
立
ち

上
が
っ
た
も
の
。
正
社
員
化
や
生
活
で
き

る
賃
金
を
求
め
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
・
関
西
九
人
が
、
売
り

上
げ
ノ
ル
マ
を
達
成
し
な
い
と
解
雇
す
る

の
は
違
法
だ
と
訴
え
、
通
信
産
業
労
働
組

合
に
加
入
。
５
月
12
日
、
契
約
社
員
の
分

会
結
成
を
発
表
し
ま
し
た
。

契
約
社
員
は
三
カ
月
ご
と
に
雇
用
契
約

が
更
新
さ
れ
、
こ
の
間
に
四
十
件
の
商
品

契
約
が
と
れ
な
い
と
雇
い
止
め
に
さ
れ
る

と
い
い
ま
す
。
ノ
ル
マ
を
課
し
て
競
わ
せ
、

達
成
で
き
な
か
っ
た
ら
簡
単
に
首
を
き
る

と
い
う
使
い
捨
て
に
反
対
し
、
「
生
き
が

い
の
あ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｉ
メ
テ
ッ

ク
ス
の
「
派
遣
切
り
」
と
た
た
か
う
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｕ
愛
知
支
部
と
名
古
屋
北
部
青
年
ユ
ニ

オ
ン
（
全
労
連
・
全
国
一
般
労
働
組
合
愛

知
地
方
本
部
加
盟
）
が
、
労
働
局
申
告
と

団
体
交
渉
で
直
接
雇
用
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。「

ず
っ
と
、
こ
こ
で
働
く
つ
も
り
だ
っ

た
」
と
い
う
染
井
素
志
さ
ん
（
47
）
＝
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｕ
組
合
員
＝
は
、
四
年
七
カ
月
も
派

遣
で
働
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
三
年
以
上

働
け
ば
、
会
社
に
は
直
接
雇
用
申
し
込
み

の
義
務
が
あ
る
と
知
り
、
「
こ
の
や
ろ
う
」

と
怒
り
が
こ
み
上
げ
ま
し
た
。

労
働
局
に
期
間
制
限
違
反
を
申
告
。
雇

い
止
め
撤
回
を
求
め
る
期
間
社
員
と
一
緒

に
団
体
交
渉
な
ど
運
動
を
広
げ
て
き
ま
し

た
。直

接
雇
用
は
、
六
カ
月
更
新
の
一
年
契

約
で
す
が
、
団
体
交
渉
で
社
長
は
「
生
産

量
が
あ
れ
ば
切
る
こ
と
は
し
な
い
」
と
約

束
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
足
が
か
り
に
さ
ら

に
正
社
員
化
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

北
部
青
年
ユ
ニ
オ
ン
の
成
瀬
意
秀
さ
ん

（
27
）
は
派
遣
期
間
一
年
で
す
が
、
二
重

派
遣
を
告
発
し
、
直
接
雇
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

父
を
亡
く
し
て
か
ら
寮
付
き
派
遣
で
働

き
始
め
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
メ
テ
ッ
ク
ス

で
働
き
始
め
ま
し
た
。
登
録
し
た
派
遣
会

社
と
違
う
派
遣
会
社
に
雇
用
さ
れ
た
こ
と

に
さ
れ
、
寮
費
が
七
五
〇
〇
円
も
水
増
し

請
求
さ
れ
る
な
ど
搾
り
取
ら
れ
る
毎
日
。

「
派
遣
切
り
」
の
不
安
が
募
る
な
か
、
日

本
共
産
党
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
派
遣
切

り
」
と
の
た
た
か
い
を
報
じ
た
「
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
」
記
事
を
見
つ
け
て
購
読
を
申
し

込
み
、
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
み
ま
し
た
。

党
名
古
屋
北
西
地
区
委
員
会
の
紹
介
で
、

北
部
青
年
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
。
労
働
局
に

申
告
し
、
派
遣
会
社
と
の
団
体
交
渉
で
は
、

寮
費
な
ど
の
水
増
し
請
求
分
の
返
済
を
約

束
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
、
ほ
か
の
組
合
員

の
団
交
に
も
出
席
し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
が
い
た
か
ら
、
ぼ
く
も
た
た
か

え
た
。
今
度
は
み
ん
な
を
支
え
、
雇
用
破

壊
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
」

マツダに対して派遣切りされた労働者の

正規雇用の申し入れをおこなう広島県労

連と広島地域労組連絡会の代表(７月３日)

国会質問に使用したパネルを提示して国会内での

たたかいを報告する仁比そうへい参院議員

予算委員会でマツダ問題

を追及する志位委員長

職 場 し ん ぶ ん な か ま 2 0 0 9 年 8 月 ( 中 刷 )





裁
判
で
も
前
進
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

減
産
減
益
を
口
実
に
し
た
「
非
正
規
切

り
」
が
い
か
に
違
法
・
不
当
な
も
の
か
を

示
す
も
の
で
、
大
企
業
の
横
暴
と
た
た
か

う
労
働
者
を
励
ま
す
も
の
で
す
。

不
況
を
口
実
に
人
員
削
減
を
行
う
企
業

に
対
し
て
解
雇
回
避
努
力
を
求
め
て
お
り
、

社
会
的
責
任
を
問
う
も
の
で
す
。

あ
ら
た
な
訴
訟
も
続
き
ま
す
。

マ
ツ
ダ
防
府
工
場
で
「
派
遣
切
り
」
さ

れ
た
16
人
の
労
働
者
が
正
社
員
と
し
て
雇

用
す
る
よ
う
求
め
て
提
訴
し
た
裁
判
で
は

派
遣
と
直
接
雇
用
を
繰
り
返
す
脱
法
的
手

法
で
期
間
制
限
を
超
え
て
働
か
さ
れ
て
お

り
、
「
黙
示
の
労
働
契
約
」
が
成
立
し
て

い
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

全
国
の
た
た
か
い
が
広
が
る
な
か
、
マ

ツ
ダ
裁
判
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

(中4)

（

〒
７
３
４
ー
０
０
２
２
）

日
本
共
産
党
マ
ツ
ダ
委
員
会

広
島
市
南
区
東
雲
３
ー
３
ー
２
６

マ
ツ
ダ
自
由
と
民
主
主
義
会
館

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
２
ー
２
８
３
ー
６
４
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
ー
２
８
４
ー
４
２
１
６
）

昨
年
11
月
、
派
遣
会
社
か

ら
、
期
間
満
了
に
よ
る
雇
い

止
め
を
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
派
遣
」
と
「
期
間
工
」
を

細
切
れ
に
繰
り
返
す
違
法
な

雇
用
で
、
４
年
間
マ
ツ
ダ
で

働
き
ま
し
た
。
い
ま
、
直
接

雇
用
を
要
求
す
る
た
め
、
マ

ツ
ダ
が
団
体
交
渉
の
席
に
着

く
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

「
困
っ
た
と
き
は
共
産
党
に

電
話
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う

友
人
の
勧
め
で
、
電
話
帳
で

共
産
党
広
島
県
委
員
会
を
調

べ
て
電
話
し
ま
し
た
。
途
方

に
く
れ
て
い
る
と
き
に
親
身

に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
た
こ

と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ

た
の
で
す
。
皆
川
恵
史
広
島

市
議
に
は
生
活
保
護
申
請
に

付
き
添
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

行
動
が
早
い
。

民
主
党
に
も
相
談
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
身
の
上
を

相
談
し
て
も
、
「
法
的
に
ど

う
し
よ
う
も
な
い
」
「
市
役

所
に
生
活
保
護
に
行
け
ば
」

と
い
っ
た
具
合
で
し
た
。

企
業
に
き
ち
ん
と
モ
ノ
が

言
え
る
政
治
に
し
て
ほ
し
い
。

日
本
共
産
党
は
、
大
企
業
か

ら
一
円
も
お
金
を
も
ら
っ
て

い
な
い
そ
う
で
す
ね
。
こ
う

い
う
党
が
伸
び
て
、
国
を
動

か
せ
る
ほ
ど
の
力
に
な
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

困ったとき相談、即行動
マ
ツ
ダ
で
派
遣
切
り
に
あ
い
、
地
域
労

組
ひ
ろ
し
ま
に
加
盟
し
て
マ
ツ
ダ
の
違
法

と
た
た
か
っ
て
き
た
元
派
遣
労
働
者
の
Ａ

さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
が
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

（
日
曜
版
）
」
に
載
り
ま
し
た
。
（
左
記
）

マ
ツ
ダ
の
本
社
工
場
・
防
府
工
場
で
働
い

て
い
た
元
派
遣
労
働
者
の
た
た
か
い
は

「
派
遣
切
り
」
に
あ
っ
た
全
国
の
労
働
者

の
た
た
か
い
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
つ
も
そ
ば
に
い
て
働
く
者
の

声
を
聞
き
、
大
企
業
に
申
し
入
れ
を
行
い
、

国
会
で
き
び
し
く
追
及
す
る
─
─
「
国
民

が
主
人
公
」
の
あ
た
ら
し
い
日
本
を
め
ざ

す
日
本
共
産
党
の
活
動
が
全
国
各
地
で
労

働
者
の
い
の
ち
を
守
る
た
た
か
い
を
支
え

て
い
ま
す
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

日
曜
版

紙
面
か
ら(

８
月
９
日
号
11
面
）

ハケンの味方 共産党

い
す
ゞ
自
動
車
か
ら
契
約
途
中
で
解
雇

さ
れ
た
有
期
の
期
間
労
働
者
が
起
こ
し
た

訴
訟
で
、
宇
都
宮
地
裁
支
部
は
５
月
12
日
、

「
契
約
途
中
の
解
雇
も
休
業
も
違
法
」
と

す
る
仮
処
分
決
定
を
出
し
ま
し
た
。

労
働
者
の
た
た
か
い
に
押
さ
れ
て
厚
生

労
働
省
も
「
派
遣
切
り
防
止
」
通
達
を
出

し
て
い
ま
す
が
、
契
約
途
中
の
解
雇
は
も

ち
ろ
ん
休
業
も
遵
法
で
あ
る
こ
と
が
判
例

で
改
め
て
明
白
に
な
り
ま
し
た
。

決
定
で
は
、
期
間
社
員
の
中
途
解
約
に

つ
い
て
「
労
働
契
約
法
に
よ
っ
て
原
則
禁

止
さ
れ
、
雇
用
保
障
が
厳
格
に
課
せ
ら
れ

て
い
る
」
と
し
て
違
法
性
を
強
調
し
ま
し

た
。貸

金
を
カ
ッ
ト
す
る
休
業
処
分
に
つ
い

て
も
「
高
度
の
合
理
性
」
が
必
要
だ
と
指

摘
。
い
す
ゞ
は
黒
字
経
営
で
多
額
の
利
益

剰
余
金
が
あ
る
と
し
て
「
合
理
性
を
肯
定

す
る
こ
と
は
到
底
困
難
」
と
の
べ
、
労
働

者
側
の
訴
え
を
全
面
的
に
認
め
ま
し
た
。

正
社
員
切
り
で
も
、
半
導
体
装
置
製
造

「
メ
イ
コ
ー
」
と
子
会
社
か
ら
解
雇
さ
れ

た
正
社
員
五
人
が
起
こ
し
た
裁
判
で
甲
府

地
裁
は
６
月
22
日
、
解
雇
回
避
努
力
が
十

分
で
な
く
解
雇
権
乱
用
で
無
効
と
す
る
仮

処
分
決
定
を
出
し
ま
し
た
。

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
企
業
で
も
雇
い
止

め
さ
れ
た
派
遣
労
働
者
が
４
カ
月
聞
だ
け

直
接
雇
用
に
す
る
形
で
期
間
制
限
を
超
え

て
働
か
さ
れ
て
い
た
と
し
て
解
雇
撤
回
・

直
接
雇
用
を
求
め
て
提
訴
。
（
６
月
22
日
）

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
に
七
年
も
派
遣
さ
れ

て
い
た
女
性
が
、
専
門
業
務
を
装
っ
て
期

間
制
限
を
超
え
て
働
か
さ
れ
て
い
た
と
し

て
正
社
員
化
な
ど
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ

し
ま
し
た
。
（
６
月
22
日
）


